
地域ブランド形成に向けた活動紹介 【沖縄市】

地域名 沖縄市

事業主体 知花花織事業協同組合

参画団体

【公的機関】

沖縄市

【民間団体】

知花花織事業協同組合、沖縄市工芸産業振興会、

沖縄市ファッションタウン推進協議会

【その他】

知花花織復元作業所

活用する

地域資源

【現在活用を推進している地域資源】

知花花織

※知花花織りとは

旧美里村知花、登川地域などを中心に、村内で伝わった織物技術の

一つ。特徴は、布の裏側、経糸が浮柄に沿って糸がでている。模様が

縦方向に連続して浮く経浮花織（たてうきはなおり）と、刺しゅうの

ように糸が浮く縫取花織（ぬいとりはなおり）の 2 種類がある。多く

の花織は横方向に緯糸が浮いて柄がでているが、「知花花織」は、

縦方向に浮糸が浮いて模様を出す花織となっている。

（KOZAWEB より引用 http://www.koza.ne.jp/bunkazai/chibanahanaui/index.html ）

これまでの

活動内容

① 平成 12 年度、沖縄市を中心に、知花花織の復元・復興、既存工芸の振興・育

成、新工芸の調査・発掘を目的とした「工芸による街づくり事業」を開始。

② 平成 12 年 12 月、県内で初めて知花花織３件（「馬乗上着」、「馬乗袴」、「ウッ

チャキ」）が沖縄市指定文化財に指定される。

③ 地域の特産品として産業化を図るため、人材育成や技術研修を行ってきた。

これまでの８年間で育成してきた研修生は４９名、現在でも５名の研修生が研

修中であり、多くの研修修了生が技術の研鑽に励んでいる。

また、研修修了生が中心となり平成 12 年に「知花花織研究会」を発足、後継

者育成制度、技術指導体制の強化、知花花織ブランドの製品開発、各工房制の

導入などに向けて具体的な展開計画を進めている。

④ 平成 20 年 9 月、今後の消費者ニーズの多様化・高度化の中で、消費者から知

花花織が支持され続けるためには、素材やデザインの研究開発をはじめ、商品

開発を行い、消費者に届くまでの流通・販路網を確立しながら事業として成長

していく機会の創出が必要だと考え、「知花花織事業協同組合」を設立した。

⑤ 近年、沖縄市与儀にある「東京第一ホテル OKINAWA GRAND MER RESORT」のユニ

フォームを市内にある「OKINAWA ファッションデザインアカデミー」と共に制作

し、平成 20 年 11 月、当ホテルにて披露された。ユニフォームの種類は約５種

類あり、それぞれ仕事内容別にデザインされ、各箇所に知花花織があしらわれ

ている。このユニフォームを着用し、観光客等への接客を行うことで、今後知

花花織が県外・国外にも発信されることが期待できる。
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【参画団体の役割】

平成１２年度よりスタートした「工芸による街づくり事業」における工芸産業

の振興、育成には相当な時間と経費を要するため、工芸対する市民の意識高揚を

図ることや工芸事業所の組織強化等の相当期間の行政支援を行う。

【写真】

東京第一ホテル OKINAWA GRAND MER RESORT の

ユニフォームに使用された知花花織

（胸元の赤い部分に知花花織を使用）

今後の課題

や活動計画

◆事業協同組合の健全経営

・組合員の拡大

・事務の効率化

・地域との交流推進

・知花花織会館（仮称）建設への取り組み

・地域団体商標登録への取り組み

◆織手・職人等の人材育成

・研修生の計画的養成支援

・技術向上研究会の実施

・優秀技能者の育成・支援

◆販売体制の確立

・安定的な販路の確保

・専門取引業者との信頼関係の確立

・安定的な生産体制の確立

◆「知花花織」を県内にとどまらず、県外・国外へと周知させるための取り組み。

行政の支援

【県】

・新規雇用創造推進事業[新パッケージ事業]

【市町村】

・知花花織事業協同組合補助金

その他

【期待される波及効果】

知花花織事業協同組合を支援していくことで、次のような効果が得られる。

①雇用拡大、②地場産品の開発、③技術基盤強化、④新たな産業の創出、

⑤伝統文化継承など。

連絡先等

沖縄市経済文化部商工振興課

電話：098－939-1212（内線 3222）

e-mail ：syoukoua51@city.okinawa.okinawa.jp

知花花織事業協同組合（知花花織復元作業所）

電話：098-921-1187


